
デ‥て∴二、∴、

淡路景観園芸学校でフ‾オ」ラム

版

平成／∫年／ユ月
三三；三‾‡

北
淡
町
野
島
常
盤
の
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校
（
熊
谷
洋
一
校
長
）
で

1
3
日
、
．
「
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
つ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
3
」
が
開
か

れ
た
。
県
内
で
花
と
線
を
育
て
た
り
葉
書
活
動
を
し
た
り
し
て
い
る

人
ら
4
5
且
が
参
加
9
日
頃
の
活
動
や
取
り
組
み
を
報
告
し
、
意
見
を

交
換
し
た
。
・

街
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
展
示
．

県
や
同
学
校
、
．
県
園
葦
・
公

園
協
会
、
島
民
団
体
な
ど
が
初

め
て
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
開

催
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
、
花
と
線
の
人
を
癒

や
す
力
が
見
直
さ
れ
、
花
と
線

で
彷
つ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と

い
ー
夢
ル
ー
プ
が
数
多
く
で
き

た
。
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
や
個
人

の
交
流
、
、
情
報
交
換
、
ネ
ッ
ト

0

ヮ
ー
ク
つ
く
り
豊
に
な
れ
ば
…
矧
増
紺
ほ
柑
摺
澗
ほ
ほ

一
一
ヽ
－
．
ヽ
ノ
l
、
l
ぼ
一
ヽ
ノ
．
）
0

と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

・
会
場
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の

亜
鉦
憫
謂
雛
訃
絹

虚
示
が
並
べ
ら
れ
、
簡
単
な
盆

．
栽
の
仕
立
て
方
を
教
え
る
コ
ー

ナ
ー
、
木
の
実
を
使
う
飾
り
作

り
教
室
、
花
木
の
即
売
も
あ
っ

て
に
ぎ
わ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
気
軽
に
始
め
る
線
化
▽
園

芸
技
術
▽
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

▽
ビ
オ
ト
ト
プ
・
透
学
習
と

い
っ
た
九
つ
の
分
科
会
で
話
し

合
っ
た
。
ま
と
め
の
全
体
会
で

．
情
報
交
換
で
東
リ
ト
ワ
ー
ク

き
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ノ日
夕
版
…

（

木
の
実
で
飾
り
を
作
る
女
性
ら
＝
北
淡
町
の
淡
路
景
観
園
芸
学
校
で

淡
路
景
観
園
芸
学
稜

線
で
い
や
し
の

ま
ち
づ
く
用

フ
ォ
⊥
フ
ム
に
4
5
0
人

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
見
直
さ
れ
た
草
花

に
よ
る
い
や
し
を
、
復
興
の

周
年
事
業
と
し
て
、
．
県
や
神

戸
市
公
園
緑
化
協
会
な
ど
十

二
団
体
で
実
行
委
員
会
を
構

成
。
い
県
内
か
ら
、
緑
化
に
取

り
組
む
住
民
グ
ル
ー
プ
と
、

由
心
が
あ
る
個
人
の
計
約
四

ま
ち
づ
く
り
に
ピ
ー
垂
て
ー

一
る
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
花

一
オ
ー
ラ
ム
2
0
0
茸
通
同

夷
行
委
員
会
主
催
）
粛
洋
三

白
、
北
淡
町
野
偲
常
盤
の
県

立
淡
路
景
観
周
苛
学
校
で
働

．かれた。
今
年
で
五
回
目
。
摩
災
九

百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

写
真
パ
ネ
ル
展
示
や
ミ
ニ

講
習
会
な
ど
で
互
い
の
活
動

1
を
紹
介
し
あ
っ
た
後
、
「
人

の
輪
づ
く
良
二
感
物
と
生

庵
文
化
」
「
環
境
学
習
」
な

・
ど
九
つ
の
分
科
会
が
あ
っ

た
。
今
後
の
活
動
に
生
か
し
、

鹿
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

く
と
い
う
。
・

吏
行
委
事
務
局
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観
園
芸
学
校
内
）


